
地域ネットワーク

データベース
（プログラム）

（　   　）センターサーバー型／
クラウドサービス型

■　　　　　 ネットワーク構成例

クライアント（PC）
OS Windows 10 以上

Webブラウザ Internet Explorer 11以上 または Microsoft Edge,Chrome
アプリケーション Excel 2013以上  Adobe Reader,Adobe Acrobat（PDF）

運用に必要な環境

iFuture　価格：オープン価格  （導入ご検討にあたり，費用のお見積りをいたします。ご用命ください。）

●お申し込み・内容についてのお問い合わせ

東京書籍株式会社　教育事業本部
【東日本】〒114-8524 東京都北区堀船 2-17-1　TEL.03-5390-7451　FAX.03-5390-7582
【西日本】〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-4-10 大阪東書ビル　TEL.06-6397-1354　FAX.06-6397-1357

■企画・制作・発行：東京書籍株式会社

※製品の仕様は改良のため，予告なく変更することがあります。 2109

販売価格 1学年1教科あたり 390円（税込）
東京書籍の標準学力調査は，信頼のおける
全国値を持つ学力調査です。
読解問題や記述式問題など，思考力・判断力・
表現力を活用する問題を取り入れ「確かな学力」
を問う質の高い調査問題を提供。わかりやすい結
果資料で学力向上・指導改善をサポートします。

標準学力調査
目標準拠評価／段階評価

新学習指導要領準拠版

A4判 12頁 対象学年：小学校1年～中学校3年
販売価格 1人あたり 420円（税込）

学力向上を目的とする学級経営や生徒指導の指針
づくりに役立つ，包括的な児童生徒質問紙調査で
す。さらに，弊社学力調査とのクロス集計により，
質問項目との相関をはかることができます。

総合質問紙調査

子どもたちが輝くクラスづくりのための

販売価格 児童生徒1人あたり 224円（税込）
東京書籍のNEW体力テストは，運動習慣と
生活習慣の改善を通して「体力・運動能力向
上のための取り組み」をサポートしています。

一人ひとりが自身の体力づくりを考え，実行し
ていくための充実した結果資料を提供してい
ます。

NEW体力テスト
診断システム

文部科学省「新体力テスト」実施要項準拠

●お申し込み・内容についてのお問い合わせ

東京書籍株式会社　教育事業本部
【東日本】〒114-8524 東京都北区堀船 2-17-1　TEL.03-5390-7451　FAX.03-5390-7582
【西日本】〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-4-10 大阪東書ビル　TEL.06-6397-1354　FAX.06-6397-1357

■企画・制作・発行：東京書籍株式会社

※製品の仕様は改良のため，予告なく変更することがあります。 2109

販売価格 1学年1教科あたり 390円（税込）
東京書籍の標準学力調査は，信頼のおける
全国値を持つ学力調査です。
読解問題や記述式問題など，思考力・判断力・
表現力を活用する問題を取り入れ「確かな学力」
を問う質の高い調査問題を提供。わかりやすい結
果資料で学力向上・指導改善をサポートします。

標準学力調査
目標準拠評価／段階評価

新学習指導要領準拠版

A4判 12頁 対象学年：小学校1年～中学校3年
販売価格 1人あたり 420円（税込）

学力向上を目的とする学級経営や生徒指導の指針
づくりに役立つ，包括的な児童生徒質問紙調査で
す。さらに，弊社学力調査とのクロス集計により，
質問項目との相関をはかることができます。

総合質問紙調査

子どもたちが輝くクラスづくりのための

販売価格 児童生徒1人あたり 224円（税込）
東京書籍のNEW体力テストは，運動習慣と
生活習慣の改善を通して「体力・運動能力向
上のための取り組み」をサポートしています。

一人ひとりが自身の体力づくりを考え，実行し
ていくための充実した結果資料を提供してい
ます。

NEW体力テスト
診断システム

文部科学省「新体力テスト」実施要項準拠

●Microsoft，Windows，Windows 10，Windows Server，SQL Server，Internet Explorer，Microsoft Edge，Microsoft Excelは，
　米国Microsoft Corporationの米国及び他の国における登録商標または商標です。

 「教育アプリケーションユニット標準仕様」
準拠登録・相互接続確認製品

※�一部機能の利用については，必要なソフトウェア及びメモリが異なります。

地域の
教育力の向上を
実現します。

“次世代型”校務支援システム

評価支援

校務支援
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System
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System

学力調査

東京書籍の学力調査・体力テスト・
i-check の集団分析

学力調査の結果分析に基づく
きめ細やかなフォローアップ

直感的に使用できる使いやすいシステムで
校務の効率化を実現

児童・生徒に関する様々な情報を
データベース化

出欠管理

成績処理

通知表

指導要録
健康診断

集団／個人
の分析

体力
テスト

質問紙
調査

（i-check）

未
来
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育
力
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向
上
を
実
現
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東京書籍の次世代型校務支援システム 　　　　 は

従来の校務支援システムとは全く異なる考え方で開発されたシステムです。

先生方の校務の効率化にとどまらず，児童・生徒一人ひとりの学習履歴や

心の成長の軌跡を，義務教育の9年間を通してデータベース化することで，

“児童・生徒の学力向上と，充実した学校生活の実現”を願って設計されたシステムです。

子どもたちの成長を見守りつつ，それを支援する，

そのために的確な情報をタイムリーに先生方に提供する，

そうした“付加価値”を創造することのできるシステム，

それが，私たちの提案する“次世代型”校務支援システム 　　　　 です。

出欠・保健情報，成績や学力調査・質問紙調査結果など
児童・生徒に関する情報はすべて個人カルテに集約されるので，
児童・生徒を多面的に見守り，学力と心身の成長をサポートできます。

校務の効率化で子どもと向き合う時間を確保します。
児童・生徒の様々な情報を把握することが可能になり，
指導改善や生活指導に活かすことができます。

教育委員会と学校を繋げることで，教育委員会のご担当，
管理職の先生方の働き方改革を後押しします。

先
生・学
校

教
育
委
員
会・自
治
体

児
童・生
徒

個人カルテ 質問紙調査（i-check）

成績処理

各校の年間行事予定 フォーラム

承認者︓

17 日［土］
職員会議

16 日［金］

学数学数学数学数

身のまわりの現象　力の世界 3

・本章の学習内容をふまえて，興味・関心をもってと
 り組み，発表している。 

・実験の結果から，音の大きさと振幅の関係，音の
高さと振動数の関係について，自らの考えを導き，

 説明できる。  
・オシロスコープやコンピュータで調べた音の大きさや

作成者コメント

~

承認者コメント

道徳

社会

理科

数学

案週別員教】定予【 令和3年07月14日

本人印 承認印

1年1組 国語 4 53

1年1組 道徳 2 26
1年1組 総合 3 42

1年1組 数学 5 68
1年1組 理科 5 68

1年1組 社会 5 68

授業時数

年組 教科 本週 累計

1年1組 書写 1 15

4
限

組1年1組1年1
科理科理科理科理

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

身のまわりの現象　音の世界 3

1年1組

「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 3 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 4 思考のレッスン２原因と結果 根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 1

根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 2

3 論の展開に着目し，その効果を考える。
・仮説の検証1・2について，観点を立てて，表にま
とめる。（学習②-1）
・なぜ仮説が証明されたといえるか，表を基に話し
合う。（学習②-2）

4 結論に説得力をもたせるために，どのような工夫
をしているか，本文の記述や図表などを根拠とし
て，自分の考えを文章にまとめる。（学習③）
5 学習を振り返る。

1 P136の例題や問題1から，原因と結果を抜き出
し，どのようにつながっているかを整理する。
・原因と結果を表す言葉を例文から抜き出す。
2  P137の例題や問題2から，原因と結果のつな
がりに無理がある例を確かめ，パターン別に整理す
る。

1 課題を決め，調査を行う。
・中学生に関する調査の課題を決める。
・課題に対して仮説を立て，仮説を証明する方法
を考えて調査項目を決め，調査する。

2 調査結果を整理し，構成を考える。
・調査結果を整理し，得られた情報を正確に捉え
て分析し，そこから何がいえるかを考える。
・書く内容を決め，全体の構成を考える。

書写国語

・身のまわりにある楽器を用い，物体の振動と，音
の大きさや高さとの関係について，進んで調べてい

 る。  
・音の大きさや高さと物体の振動について条件制御
を行いながら調べ，結果をまとめることができる。

身のまわりの現象　音の世界 4 身のまわりの現象　力の世界 1 身のまわりの現象　力の世界 2

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

６
限

5
限

比例と反比例　比例 3

1組のx，yの値から，比例の式を求めることができ
る。

比例と反比例　比例 4 比例と反比例　比例 5 比例と反比例　比例 6 比例と反比例　比例 7

座標の意味や点の位置の表し方を理解し，点の座
標を求めたり，座標を平面上の点で表したりするこ
とができる。

比例のグラフは，その式をみたす点の集合であり，
原点を通る1つの直線になることを理解する。

比例のグラフをかくことができる。また，比例のグラフ
の特徴を理解する。

比例の表，式，グラフの関係を理解する。また，
比例のグラフから式を求めることができる。

国語 国語国語

3
限

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　２ 世界各地
で生まれる文明・メソポタミア文明，エジプト文明，インダス文明，

中国文明を農耕や文字，青銅器や建造物中心に
まとめさせ，世界の古代文明に共通していることがら
に気づかせる。

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　３ 東・南ア
ジアの文明の広がり

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　４ ヨーロッパ
で芽生えた文明

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）　タイムトラベル①
縄文時代をながめてみよう タイム

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）１ 縄文から弥生
への変化

組1年1組1年1組1年1

・これまでに学んだことや生活経験をもとに興味・関
 心をもってとり組み，発表している。

・身のまわりのさまざまな現象に力がどのようにかか
 わっているかを，関心をもって調べている。 

・物体に力がはたらくときの物体の変化のようすにつ
 いて 分類する基準を見いだすことができる。

・力のはたらきの「物体の形を変える」を利用して，
力の大きさを比べることができることを，説明できる。
 
・1Ｎという力の大きさを理解し，説明できる。

・ばねばかりの誤差をふまえて，力の大きさとばねの
 のびを正しく測定し，記録できる。

・実験で調べた結果を正しくグラフに表すことができ
る。

総合

1年1組

・秦の始皇帝の政治の特色，漢と周辺諸国との関
係，シルクロードの役割，儒教と仏教の違いなどに
気づかせる。

・地図帳に示された世界のさまざまな宗教の分布図
を活用する。また，p.14～15の地図とp.19の地
図を比べて，宗教がおこった地域が，古代の文明

 地域と重なることに気づかせる。
・各宗教が生まれる背景や広まっていく理由には，
共通点があることに気づかせる。

・弥生時代の想像図にあって，縄文時代の想像図
 にはない道具や建物などを探させる。

※各項目で学んだことがこのイラストに示されている
かどうか，適宜ふりかえりをさせたり，学習のまとめと
して時代の特色を説明するための内容を確認させた
りする目的でもタイムトラベルのページを活用する。

・自然環境（気候）や大陸とのかかわりの変化に
よって，生活が変わり時代が移っていくことに気づか

 せる。
・タイムトラベル①・②を活用するほか，石器，土
器，金属器のレプリカや写真など，できる限り視覚
に訴える資料を提示する。

社会会社会社会社
組1年1組1年1組1年1組1年1

2
限

1
限

合総合総徳道
組1年1組1年1組1年1組1年1

令和3年度 前期 7月12日 7月18日

行事
②議会績成り祭夏会流交域地

教員名︓ テスト１中　〇〇〇〇

14 日［水］ 15 日［木］12 日［月］ 13 日［火］

週 案
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東京書籍の次世代型校務支援システム 　　　　 は

従来の校務支援システムとは全く異なる考え方で開発されたシステムです。

先生方の校務の効率化にとどまらず，児童・生徒一人ひとりの学習履歴や

心の成長の軌跡を，義務教育の9年間を通してデータベース化することで，

“児童・生徒の学力向上と，充実した学校生活の実現”を願って設計されたシステムです。

子どもたちの成長を見守りつつ，それを支援する，

そのために的確な情報をタイムリーに先生方に提供する，

そうした“付加価値”を創造することのできるシステム，

それが，私たちの提案する“次世代型”校務支援システム 　　　　 です。

出欠・保健情報，成績や学力調査・質問紙調査結果など
児童・生徒に関する情報はすべて個人カルテに集約されるので，
児童・生徒を多面的に見守り，学力と心身の成長をサポートできます。

校務の効率化で子どもと向き合う時間を確保します。
児童・生徒の様々な情報を把握することが可能になり，
指導改善や生活指導に活かすことができます。

教育委員会と学校を繋げることで，教育委員会のご担当，
管理職の先生方の働き方改革を後押しします。
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各校の年間行事予定 フォーラム

承認者︓

17 日［土］
職員会議

16 日［金］

学数学数学数学数

身のまわりの現象　力の世界 3

・本章の学習内容をふまえて，興味・関心をもってと
 り組み，発表している。 

・実験の結果から，音の大きさと振幅の関係，音の
高さと振動数の関係について，自らの考えを導き，

 説明できる。  
・オシロスコープやコンピュータで調べた音の大きさや

作成者コメント

~

承認者コメント
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案週別員教】定予【 令和3年07月14日

本人印 承認印

1年1組 国語 4 53

1年1組 道徳 2 26
1年1組 総合 3 42

1年1組 数学 5 68
1年1組 理科 5 68

1年1組 社会 5 68

授業時数

年組 教科 本週 累計

1年1組 書写 1 15
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組1年1組1年1
科理科理科理科理

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

身のまわりの現象　音の世界 3

1年1組

「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 3 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 4 思考のレッスン２原因と結果 根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 1

根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 2

3 論の展開に着目し，その効果を考える。
・仮説の検証1・2について，観点を立てて，表にま
とめる。（学習②-1）
・なぜ仮説が証明されたといえるか，表を基に話し
合う。（学習②-2）

4 結論に説得力をもたせるために，どのような工夫
をしているか，本文の記述や図表などを根拠とし
て，自分の考えを文章にまとめる。（学習③）
5 学習を振り返る。

1 P136の例題や問題1から，原因と結果を抜き出
し，どのようにつながっているかを整理する。
・原因と結果を表す言葉を例文から抜き出す。
2  P137の例題や問題2から，原因と結果のつな
がりに無理がある例を確かめ，パターン別に整理す
る。

1 課題を決め，調査を行う。
・中学生に関する調査の課題を決める。
・課題に対して仮説を立て，仮説を証明する方法
を考えて調査項目を決め，調査する。

2 調査結果を整理し，構成を考える。
・調査結果を整理し，得られた情報を正確に捉え
て分析し，そこから何がいえるかを考える。
・書く内容を決め，全体の構成を考える。

書写国語

・身のまわりにある楽器を用い，物体の振動と，音
の大きさや高さとの関係について，進んで調べてい

 る。  
・音の大きさや高さと物体の振動について条件制御
を行いながら調べ，結果をまとめることができる。

身のまわりの現象　音の世界 4 身のまわりの現象　力の世界 1 身のまわりの現象　力の世界 2

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

６
限

5
限

比例と反比例　比例 3

1組のx，yの値から，比例の式を求めることができ
る。

比例と反比例　比例 4 比例と反比例　比例 5 比例と反比例　比例 6 比例と反比例　比例 7

座標の意味や点の位置の表し方を理解し，点の座
標を求めたり，座標を平面上の点で表したりするこ
とができる。

比例のグラフは，その式をみたす点の集合であり，
原点を通る1つの直線になることを理解する。

比例のグラフをかくことができる。また，比例のグラフ
の特徴を理解する。

比例の表，式，グラフの関係を理解する。また，
比例のグラフから式を求めることができる。

国語 国語国語

3
限

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　２ 世界各地
で生まれる文明・メソポタミア文明，エジプト文明，インダス文明，

中国文明を農耕や文字，青銅器や建造物中心に
まとめさせ，世界の古代文明に共通していることがら
に気づかせる。

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　３ 東・南ア
ジアの文明の広がり

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　４ ヨーロッパ
で芽生えた文明

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）　タイムトラベル①
縄文時代をながめてみよう タイム

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）１ 縄文から弥生
への変化

組1年1組1年1組1年1

・これまでに学んだことや生活経験をもとに興味・関
 心をもってとり組み，発表している。

・身のまわりのさまざまな現象に力がどのようにかか
 わっているかを，関心をもって調べている。 

・物体に力がはたらくときの物体の変化のようすにつ
 いて 分類する基準を見いだすことができる。

・力のはたらきの「物体の形を変える」を利用して，
力の大きさを比べることができることを，説明できる。
 
・1Ｎという力の大きさを理解し，説明できる。

・ばねばかりの誤差をふまえて，力の大きさとばねの
 のびを正しく測定し，記録できる。

・実験で調べた結果を正しくグラフに表すことができ
る。

総合

1年1組

・秦の始皇帝の政治の特色，漢と周辺諸国との関
係，シルクロードの役割，儒教と仏教の違いなどに
気づかせる。

・地図帳に示された世界のさまざまな宗教の分布図
を活用する。また，p.14～15の地図とp.19の地
図を比べて，宗教がおこった地域が，古代の文明

 地域と重なることに気づかせる。
・各宗教が生まれる背景や広まっていく理由には，
共通点があることに気づかせる。

・弥生時代の想像図にあって，縄文時代の想像図
 にはない道具や建物などを探させる。

※各項目で学んだことがこのイラストに示されている
かどうか，適宜ふりかえりをさせたり，学習のまとめと
して時代の特色を説明するための内容を確認させた
りする目的でもタイムトラベルのページを活用する。

・自然環境（気候）や大陸とのかかわりの変化に
よって，生活が変わり時代が移っていくことに気づか

 せる。
・タイムトラベル①・②を活用するほか，石器，土
器，金属器のレプリカや写真など，できる限り視覚
に訴える資料を提示する。

社会会社会社会社
組1年1組1年1組1年1組1年1

2
限

1
限

合総合総徳道
組1年1組1年1組1年1組1年1

令和3年度 前期 7月12日 7月18日

行事
②議会績成り祭夏会流交域地

教員名︓ テスト１中　〇〇〇〇

14 日［水］ 15 日［木］12 日［月］ 13 日［火］

週 案
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◦ iFuture内でやりとりするメールは，
メールアドレスの設定不要

◦メーリングリスト作成機能

◦添付ファイル機能

◦重要度フラグ機能

◦ 役職，学校，分掌，学年，
研究会などのグループ別配信

◦添付ファイル機能

◦公開期間設定

◦ 役職，学校，分掌，学年，
研究会などのグループ別配信

◦添付ファイル機能

◦アンケート機能，
アンケート回答集計機能

◦ フォーラムごとに設定したメンバーで
利用できる電子会議室機能

◦ 校内，自治体内などフォーラムの
範囲も任意で設定可能

メール　  　　①

おしらせ 　 　　②

回覧板　 　　③

フォーラム　 　　④

①

②

③

④

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

特別支援

教職員情報

体力テスト

成績処理

児童生徒情報

帳票

学校基本情報

データ出力

保健

グループウェア グループウェアを有効活用することで，情報の共有を可能にし
業務の効率化を図り，ペーパーレス化を実現します。

情報共有&コミュニケーションツールメール 回覧板 おしらせ フォーラム

◦メールを送りたい相手の勤務先，名前を確認しながら利用できます。
◦�「おしらせ」，「フォーラム」は「情報の共有化」ツール。教育委員会，学校だけでなく，
　教科部会など自治体内でのグルーピングができます。
◦回覧板機能では，情報の伝達漏れをチェックできる，未読・既読機能付き。

オススメ
POINT!

2

グループウェアは
画面上部に配しています。

◦  「日常校務」をブルーのタブで，「設定管理系」をグレーのタブで表現しています。
◦ タブの機能をわかりやすいネーミングとイラストで表しています。
◦ トップ画面に戻らなくても，タブを使って機能間を横移動できます。

校務支援システムは，先生方全員がシステムを利用することにより導入効果が高ま
ります。パソコン操作が苦手な先生でも負担なくシステムが利用できるよう，直観的
に操作可能な画面設計をしております。

オススメ
POINT!

1

トップ画面 トップ画面は職員室にある黒板をイメージしています。
従来型のシステムとは異なり，どこにどんな機能があるのか
すぐにわかる画面にしています。

タ
ブ（
ブ
ル
ー
）「
日
常
校
務
」

タ
ブ（
グ
レ
ー
）「
設
定
管
理
系
」

誰でも使える
システムを目指して

「本日の行事」や，
先生方の「動静」を
一目で確認できます。

自分自身や学校の
予定をまとめて確認
できます。
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◦ iFuture内でやりとりするメールは，
メールアドレスの設定不要

◦メーリングリスト作成機能

◦添付ファイル機能

◦重要度フラグ機能

◦ 役職，学校，分掌，学年，
研究会などのグループ別配信

◦添付ファイル機能

◦公開期間設定

◦ 役職，学校，分掌，学年，
研究会などのグループ別配信

◦添付ファイル機能

◦アンケート機能，
アンケート回答集計機能

◦ フォーラムごとに設定したメンバーで
利用できる電子会議室機能

◦ 校内，自治体内などフォーラムの
範囲も任意で設定可能

メール　  　　①

おしらせ 　 　　②

回覧板　 　　③

フォーラム　 　　④

①

②

③

④

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

特別支援

教職員情報

体力テスト

成績処理

児童生徒情報

帳票

学校基本情報

データ出力

保健

グループウェア グループウェアを有効活用することで，情報の共有を可能にし
業務の効率化を図り，ペーパーレス化を実現します。

情報共有&コミュニケーションツールメール 回覧板 おしらせ フォーラム

◦メールを送りたい相手の勤務先，名前を確認しながら利用できます。
◦�「おしらせ」，「フォーラム」は「情報の共有化」ツール。教育委員会，学校だけでなく，
　教科部会など自治体内でのグルーピングができます。
◦回覧板機能では，情報の伝達漏れをチェックできる，未読・既読機能付き。

オススメ
POINT!

2

グループウェアは
画面上部に配しています。

◦  「日常校務」をブルーのタブで，「設定管理系」をグレーのタブで表現しています。
◦ タブの機能をわかりやすいネーミングとイラストで表しています。
◦ トップ画面に戻らなくても，タブを使って機能間を横移動できます。

校務支援システムは，先生方全員がシステムを利用することにより導入効果が高ま
ります。パソコン操作が苦手な先生でも負担なくシステムが利用できるよう，直観的
に操作可能な画面設計をしております。

オススメ
POINT!

1

トップ画面 トップ画面は職員室にある黒板をイメージしています。
従来型のシステムとは異なり，どこにどんな機能があるのか
すぐにわかる画面にしています。

タ
ブ（
ブ
ル
ー
）「
日
常
校
務
」

タ
ブ（
グ
レ
ー
）「
設
定
管
理
系
」

誰でも使える
システムを目指して

「本日の行事」や，
先生方の「動静」を
一目で確認できます。

自分自身や学校の
予定をまとめて確認
できます。
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本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

年間計画／時間割

年間行事予定

授業設定

学期設定

指導計画作成

時間割作成

35週配当

年間授業時数

時間割登録
授業管理❶

年間指導計画作成 ご採用の教科書会社の年間指導計画が
取り込めます。

授業管理❷

◦ 複数パターンの設定可能

◦ 施設利用，授業時数管理と連動した
時間割作成機能

◦ 学期ごと，1/2，1/3単位でのモジュー
ル授業などにも対応

◦作成した時間割を1年間の各週に配当

◦年度当初の予定時間を自動計算

時間割登録①

年間配当②

◦ 教科書会社が作成した年間指導計画の取り込みが可能

◦ 学校や地域の実態に合わせて調整をすると，
単元名やねらいが週案に自動的に反映

年間指導計画取込機能

◦時間割作成から週案管理までオールインワンで設定・管理が可能です。
◦毎週の週案実績入力を行うことで，年間の授業時数の自動計算が可能。
◦�週案作成・授業実績計算の手間を大幅に削減し，その時間を教材研究などの
授業準備に充てることができます。

オススメ
POINT!

4

週案・時数管理 週案を時数計算のためだけではなく，
授業マネジメントに役立てることができます。

授業管理❸

①

学校予定管理 年間行事や週間予定，教職員の動静まで
スケジュールを一括管理。

スケジュール管理❶

◦2学期制，3学期制対応

◦授業日設定は学年別に対応可能

◦ 年度切り替え機能で翌年，翌々年まで入力可能

◦ 臨時日課，特別日課などにも対応

◦給食の有無も選択可能

◦ 年間予定の情報を反映

◦本日の行事，教職員の動静を反映

◦ その日の先生方の出張，休暇，研修などの予定を管理

◦スケジュール管理機能，養護管理機能の入力データとの連動で，学校日誌を自動生成

◦自分，他校，自校の予定が確認可能

カレンダー設定

年間行事予定①

週間予定

教職員の動静

学校日誌作成②

本日の行事③

「本日の行事」，「教職員の動静」等に入力したデータが自動的に学校日誌に
反映されます。開始や終了の時間の入力は，校時・時刻の2通りの方法が可能です。

オススメ
POINT!

3

②

③

①

②

年間行事予定表

今週の時間割 先生ご自身のスケジュール管理ができます。

スケジュール管理❷

◦ 時間割の情報を反映して，先生個人の授業予定を表示

先生の予定

◦週案作成時には時数に合わせて単元名とねらいが自動的に表示

◦ 授業の記録を記入する欄もあるので，授業管理としても活用が可能

◦エクセルで出力

◦年間の授業の進度状況を一覧で確認

◦教科別，クラス別の切り替え可能

◦エクセルで出力

週案作成

授業時数管理 

承認者︓

17 日［土］
職員会議

16 日［金］

学数学数学数学数

身のまわりの現象　力の世界 3

・本章の学習内容をふまえて，興味・関心をもってと
 り組み，発表している。 

・実験の結果から，音の大きさと振幅の関係，音の
高さと振動数の関係について，自らの考えを導き，

 説明できる。  
・オシロスコープやコンピュータで調べた音の大きさや

作成者コメント

~

承認者コメント

道徳

社会

理科

数学

案週別員教】定予【 令和3年07月14日

本人印 承認印

1年1組 国語 4 53

1年1組 道徳 2 26
1年1組 総合 3 42

1年1組 数学 5 68
1年1組 理科 5 68

1年1組 社会 5 68

授業時数

年組 教科 本週 累計

1年1組 書写 1 15

4
限

組1年1組1年1
科理科理科理科理

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

身のまわりの現象　音の世界 3

1年1組

「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 3 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 4 思考のレッスン２原因と結果 根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 1

根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 2

3 論の展開に着目し，その効果を考える。
・仮説の検証1・2について，観点を立てて，表にま
とめる。（学習②-1）
・なぜ仮説が証明されたといえるか，表を基に話し
合う。（学習②-2）

4 結論に説得力をもたせるために，どのような工夫
をしているか，本文の記述や図表などを根拠とし
て，自分の考えを文章にまとめる。（学習③）
5 学習を振り返る。

1 P136の例題や問題1から，原因と結果を抜き出
し，どのようにつながっているかを整理する。
・原因と結果を表す言葉を例文から抜き出す。
2  P137の例題や問題2から，原因と結果のつな
がりに無理がある例を確かめ，パターン別に整理す
る。

1 課題を決め，調査を行う。
・中学生に関する調査の課題を決める。
・課題に対して仮説を立て，仮説を証明する方法
を考えて調査項目を決め，調査する。

2 調査結果を整理し，構成を考える。
・調査結果を整理し，得られた情報を正確に捉え
て分析し，そこから何がいえるかを考える。
・書く内容を決め，全体の構成を考える。

書写国語

・身のまわりにある楽器を用い，物体の振動と，音
の大きさや高さとの関係について，進んで調べてい

 る。  
・音の大きさや高さと物体の振動について条件制御
を行いながら調べ，結果をまとめることができる。

身のまわりの現象　音の世界 4 身のまわりの現象　力の世界 1 身のまわりの現象　力の世界 2

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

６
限

5
限

比例と反比例　比例 3

1組のx，yの値から，比例の式を求めることができ
る。

比例と反比例　比例 4 比例と反比例　比例 5 比例と反比例　比例 6 比例と反比例　比例 7

座標の意味や点の位置の表し方を理解し，点の座
標を求めたり，座標を平面上の点で表したりするこ
とができる。

比例のグラフは，その式をみたす点の集合であり，
原点を通る1つの直線になることを理解する。

比例のグラフをかくことができる。また，比例のグラフ
の特徴を理解する。

比例の表，式，グラフの関係を理解する。また，
比例のグラフから式を求めることができる。

国語 国語国語

3
限

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　２ 世界各地
で生まれる文明・メソポタミア文明，エジプト文明，インダス文明，

中国文明を農耕や文字，青銅器や建造物中心に
まとめさせ，世界の古代文明に共通していることがら
に気づかせる。

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　３ 東・南ア
ジアの文明の広がり

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　４ ヨーロッパ
で芽生えた文明

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）　タイムトラベル①
縄文時代をながめてみよう タイム

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）１ 縄文から弥生
への変化

組1年1組1年1組1年1

・これまでに学んだことや生活経験をもとに興味・関
 心をもってとり組み，発表している。

・身のまわりのさまざまな現象に力がどのようにかか
 わっているかを，関心をもって調べている。 

・物体に力がはたらくときの物体の変化のようすにつ
 いて 分類する基準を見いだすことができる。

・力のはたらきの「物体の形を変える」を利用して，
力の大きさを比べることができることを，説明できる。
 
・1Ｎという力の大きさを理解し，説明できる。

・ばねばかりの誤差をふまえて，力の大きさとばねの
 のびを正しく測定し，記録できる。

・実験で調べた結果を正しくグラフに表すことができ
る。

総合

1年1組

・秦の始皇帝の政治の特色，漢と周辺諸国との関
係，シルクロードの役割，儒教と仏教の違いなどに
気づかせる。

・地図帳に示された世界のさまざまな宗教の分布図
を活用する。また，p.14～15の地図とp.19の地
図を比べて，宗教がおこった地域が，古代の文明

 地域と重なることに気づかせる。
・各宗教が生まれる背景や広まっていく理由には，
共通点があることに気づかせる。

・弥生時代の想像図にあって，縄文時代の想像図
 にはない道具や建物などを探させる。

※各項目で学んだことがこのイラストに示されている
かどうか，適宜ふりかえりをさせたり，学習のまとめと
して時代の特色を説明するための内容を確認させた
りする目的でもタイムトラベルのページを活用する。

・自然環境（気候）や大陸とのかかわりの変化に
よって，生活が変わり時代が移っていくことに気づか

 せる。
・タイムトラベル①・②を活用するほか，石器，土
器，金属器のレプリカや写真など，できる限り視覚
に訴える資料を提示する。

社会会社会社会社
組1年1組1年1組1年1組1年1

2
限

1
限

合総合総徳道
組1年1組1年1組1年1組1年1

令和3年度 前期 7月12日 7月18日

行事
②議会績成り祭夏会流交域地

教員名︓ テスト１中　〇〇〇〇

14 日［水］ 15 日［木］12 日［月］ 13 日［火］
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年間授業時数
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本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

年間計画／時間割

年間行事予定

授業設定

学期設定

指導計画作成

時間割作成

35週配当

年間授業時数

時間割登録
授業管理❶

年間指導計画作成 ご採用の教科書会社の年間指導計画が
取り込めます。

授業管理❷

◦ 複数パターンの設定可能

◦ 施設利用，授業時数管理と連動した
時間割作成機能

◦ 学期ごと，1/2，1/3単位でのモジュー
ル授業などにも対応

◦作成した時間割を1年間の各週に配当

◦年度当初の予定時間を自動計算

時間割登録①

年間配当②

◦ 教科書会社が作成した年間指導計画の取り込みが可能

◦ 学校や地域の実態に合わせて調整をすると，
単元名やねらいが週案に自動的に反映

年間指導計画取込機能

◦時間割作成から週案管理までオールインワンで設定・管理が可能です。
◦毎週の週案実績入力を行うことで，年間の授業時数の自動計算が可能。
◦�週案作成・授業実績計算の手間を大幅に削減し，その時間を教材研究などの
授業準備に充てることができます。

オススメ
POINT!

4

週案・時数管理 週案を時数計算のためだけではなく，
授業マネジメントに役立てることができます。

授業管理❸

①

学校予定管理 年間行事や週間予定，教職員の動静まで
スケジュールを一括管理。

スケジュール管理❶

◦2学期制，3学期制対応

◦授業日設定は学年別に対応可能

◦ 年度切り替え機能で翌年，翌々年まで入力可能

◦ 臨時日課，特別日課などにも対応

◦給食の有無も選択可能

◦ 年間予定の情報を反映

◦本日の行事，教職員の動静を反映

◦ その日の先生方の出張，休暇，研修などの予定を管理

◦スケジュール管理機能，養護管理機能の入力データとの連動で，学校日誌を自動生成

◦自分，他校，自校の予定が確認可能

カレンダー設定

年間行事予定①

週間予定

教職員の動静

学校日誌作成②

本日の行事③

「本日の行事」，「教職員の動静」等に入力したデータが自動的に学校日誌に
反映されます。開始や終了の時間の入力は，校時・時刻の2通りの方法が可能です。

オススメ
POINT!

3

②

③

①

②

年間行事予定表

今週の時間割 先生ご自身のスケジュール管理ができます。

スケジュール管理❷

◦ 時間割の情報を反映して，先生個人の授業予定を表示

先生の予定

◦週案作成時には時数に合わせて単元名とねらいが自動的に表示

◦ 授業の記録を記入する欄もあるので，授業管理としても活用が可能

◦エクセルで出力

◦年間の授業の進度状況を一覧で確認

◦教科別，クラス別の切り替え可能

◦エクセルで出力

週案作成

授業時数管理 

承認者︓

17 日［土］
職員会議

16 日［金］

学数学数学数学数

身のまわりの現象　力の世界 3

・本章の学習内容をふまえて，興味・関心をもってと
 り組み，発表している。 

・実験の結果から，音の大きさと振幅の関係，音の
高さと振動数の関係について，自らの考えを導き，

 説明できる。  
・オシロスコープやコンピュータで調べた音の大きさや

作成者コメント

~

承認者コメント

道徳

社会

理科

数学

案週別員教】定予【 令和3年07月14日

本人印 承認印

1年1組 国語 4 53

1年1組 道徳 2 26
1年1組 総合 3 42

1年1組 数学 5 68
1年1組 理科 5 68

1年1組 社会 5 68

授業時数

年組 教科 本週 累計

1年1組 書写 1 15

4
限

組1年1組1年1
科理科理科理科理

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

身のまわりの現象　音の世界 3

1年1組

「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 3 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ 4 思考のレッスン２原因と結果 根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 1

根拠を示して説明しよう 資料を
引用してレポートを書く 2

3 論の展開に着目し，その効果を考える。
・仮説の検証1・2について，観点を立てて，表にま
とめる。（学習②-1）
・なぜ仮説が証明されたといえるか，表を基に話し
合う。（学習②-2）

4 結論に説得力をもたせるために，どのような工夫
をしているか，本文の記述や図表などを根拠とし
て，自分の考えを文章にまとめる。（学習③）
5 学習を振り返る。

1 P136の例題や問題1から，原因と結果を抜き出
し，どのようにつながっているかを整理する。
・原因と結果を表す言葉を例文から抜き出す。
2  P137の例題や問題2から，原因と結果のつな
がりに無理がある例を確かめ，パターン別に整理す
る。

1 課題を決め，調査を行う。
・中学生に関する調査の課題を決める。
・課題に対して仮説を立て，仮説を証明する方法
を考えて調査項目を決め，調査する。

2 調査結果を整理し，構成を考える。
・調査結果を整理し，得られた情報を正確に捉え
て分析し，そこから何がいえるかを考える。
・書く内容を決め，全体の構成を考える。

書写国語

・身のまわりにある楽器を用い，物体の振動と，音
の大きさや高さとの関係について，進んで調べてい

 る。  
・音の大きさや高さと物体の振動について条件制御
を行いながら調べ，結果をまとめることができる。

身のまわりの現象　音の世界 4 身のまわりの現象　力の世界 1 身のまわりの現象　力の世界 2

組1年1組1年1組1年1組1年1組1年1

６
限

5
限

比例と反比例　比例 3

1組のx，yの値から，比例の式を求めることができ
る。

比例と反比例　比例 4 比例と反比例　比例 5 比例と反比例　比例 6 比例と反比例　比例 7

座標の意味や点の位置の表し方を理解し，点の座
標を求めたり，座標を平面上の点で表したりするこ
とができる。

比例のグラフは，その式をみたす点の集合であり，
原点を通る1つの直線になることを理解する。

比例のグラフをかくことができる。また，比例のグラフ
の特徴を理解する。

比例の表，式，グラフの関係を理解する。また，
比例のグラフから式を求めることができる。

国語 国語国語

3
限

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　２ 世界各地
で生まれる文明・メソポタミア文明，エジプト文明，インダス文明，

中国文明を農耕や文字，青銅器や建造物中心に
まとめさせ，世界の古代文明に共通していることがら
に気づかせる。

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　３ 東・南ア
ジアの文明の広がり

歴史分野 第１章　人類の登場
から文明の発生へ　４ ヨーロッパ
で芽生えた文明

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）　タイムトラベル①
縄文時代をながめてみよう タイム

歴史分野 第２章　東アジアの中
の倭（日本）１ 縄文から弥生
への変化

組1年1組1年1組1年1

・これまでに学んだことや生活経験をもとに興味・関
 心をもってとり組み，発表している。

・身のまわりのさまざまな現象に力がどのようにかか
 わっているかを，関心をもって調べている。 

・物体に力がはたらくときの物体の変化のようすにつ
 いて 分類する基準を見いだすことができる。

・力のはたらきの「物体の形を変える」を利用して，
力の大きさを比べることができることを，説明できる。
 
・1Ｎという力の大きさを理解し，説明できる。

・ばねばかりの誤差をふまえて，力の大きさとばねの
 のびを正しく測定し，記録できる。

・実験で調べた結果を正しくグラフに表すことができ
る。

総合

1年1組

・秦の始皇帝の政治の特色，漢と周辺諸国との関
係，シルクロードの役割，儒教と仏教の違いなどに
気づかせる。

・地図帳に示された世界のさまざまな宗教の分布図
を活用する。また，p.14～15の地図とp.19の地
図を比べて，宗教がおこった地域が，古代の文明

 地域と重なることに気づかせる。
・各宗教が生まれる背景や広まっていく理由には，
共通点があることに気づかせる。

・弥生時代の想像図にあって，縄文時代の想像図
 にはない道具や建物などを探させる。

※各項目で学んだことがこのイラストに示されている
かどうか，適宜ふりかえりをさせたり，学習のまとめと
して時代の特色を説明するための内容を確認させた
りする目的でもタイムトラベルのページを活用する。

・自然環境（気候）や大陸とのかかわりの変化に
よって，生活が変わり時代が移っていくことに気づか

 せる。
・タイムトラベル①・②を活用するほか，石器，土
器，金属器のレプリカや写真など，できる限り視覚
に訴える資料を提示する。

社会会社会社会社
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2
限

1
限

合総合総徳道
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令和3年度 前期 7月12日 7月18日
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②議会績成り祭夏会流交域地
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成績一覧／通知表／指導要録
成績管理❷

◦ 通知表出力前のチェック用として
　一覧表出力

◦ 個人面談用資料としての
　成績一覧表出力

★ パターンの中から組み合わせで，
　各学校に対応した通知表の作成が可能

◦ 表紙校章，写真などの取り込み

◦評定の有・無

◦評価の表記方法

◦総合学習，特別活動などの評価方法

◦ 通知表の所見を指導要録の総合所見に
反映可能

素点一覧①／評価・評定一覧②

個人面談用資料出力③

通知表出力④

調査書／志願書

指導要録

①

②

③

◦�評価材料の初期設定が1画面で行え，材料ごとの設定状況が一覧で確認できます。
◦�評価評定の基準をシステム上で管理することで，ブレの無い評価が行え，校内で評
価基準の統一が図れます。
◦�成績入力から通知表／指導要録の作成までを一貫してシステムで行うため，
計算ミス，転記ミスなどの事故を防ぐことができます。
◦�一度設定した項目や値は翌年以降も利用できます。毎年同じ項目や値で評価を行
うことで，学力の推移を確認できます。�

オススメ
POINT!

5

◦設定・未設定を一覧で表示

◦学校ごとに設定可能
◦前年度データ，前学期データの取り込み可能
◦細目数は，任意で変更可能（最大14まで）

◦評価材料名の入力
◦評価方法（素点入力／段階評価）の設定

小テストなどの実施回数設定
◦平常点の項目入力と評価方法の選択
◦前年度データ，前学期データの取り込み可能

◦評価材料で入力した各項目の配点設定
入力エラーチェック機能あり

◦段階評価の換算点設定
◦前年度データ，前学期データの

取り込み可能

◦評価のカッティングポイント設定（2段階・3段階）
◦設定のカッティングポイント数値設定

◦入力・未入力を一覧で管理
◦全ての処理が終了したら，通知表出力へ

◦テストの種類を選択し観点別の素点入力

◦評価・評定の直接入力
◦エクセルシートからの
　コピー＆ペーストが可能

◦システムが算出した評価・評定を表示
◦編集機能付き（任意の調整機能）

初期設定一覧画面①

通知表評価細目の設定②

評価材料（テスト・実技）の設定③

評価材料の重みづけ④

カッティングポイントの設定

成績の入力／計算⑤

素点入力⑥

評価の入力⑦

計 算

出力（評価・評定一覧，通知表）

成
績
処
理
の
流
れ

初
期
設
定

日
々
の
入
力

計
算
・
出
力

順
番
に
設
定

設
定
後
に
確
認

そ
れ
ぞ
れ
入
力

計
算
後
に
確
認

①

②

⑤

⑥

⑦

成績処理 設定から通知表出力まで，オールインワンでの
成績処理が可能です。

成績管理❶

◦エクセルと同じように操作できるため，ストレスのない画面入力が可能です。
◦独自に作成したエクセル表や，業者テストのシステムからも，コピー＆ペーストができます。
◦システムが異常値のチェックをするので，ミスを未然に防ぐことができます。

③

④

特別支援

教職員情報

学校基本情報

児童生徒情報

帳票

データ出力

成績処理

成績初期設定

成績入力/計算

定期テスト

実績入力

進路関係資料出力

通知表様式管理

成績承認

帳票一覧（成績処理）

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

保健

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

保健

特別支援

教職員情報

学校基本情報

児童生徒情報

帳票

データ出力

定期テスト

成績処理

成績初期設定

成績入力 /計算

実績入力

進路関係資料出力

通知表様式管理

成績承認

帳票一覧（成績処理）
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成績一覧／通知表／指導要録
成績管理❷

◦ 通知表出力前のチェック用として
　一覧表出力

◦ 個人面談用資料としての
　成績一覧表出力

★ パターンの中から組み合わせで，
　各学校に対応した通知表の作成が可能

◦ 表紙校章，写真などの取り込み

◦評定の有・無

◦評価の表記方法

◦総合学習，特別活動などの評価方法

◦ 通知表の所見を指導要録の総合所見に
反映可能

素点一覧①／評価・評定一覧②

個人面談用資料出力③

通知表出力④

調査書／志願書

指導要録

①

②

③

◦�評価材料の初期設定が1画面で行え，材料ごとの設定状況が一覧で確認できます。
◦�評価評定の基準をシステム上で管理することで，ブレの無い評価が行え，校内で評
価基準の統一が図れます。
◦�成績入力から通知表／指導要録の作成までを一貫してシステムで行うため，
計算ミス，転記ミスなどの事故を防ぐことができます。
◦�一度設定した項目や値は翌年以降も利用できます。毎年同じ項目や値で評価を行
うことで，学力の推移を確認できます。�

オススメ
POINT!

5

◦設定・未設定を一覧で表示

◦学校ごとに設定可能
◦前年度データ，前学期データの取り込み可能
◦細目数は，任意で変更可能（最大14まで）

◦評価材料名の入力
◦評価方法（素点入力／段階評価）の設定

小テストなどの実施回数設定
◦平常点の項目入力と評価方法の選択
◦前年度データ，前学期データの取り込み可能

◦評価材料で入力した各項目の配点設定
入力エラーチェック機能あり

◦段階評価の換算点設定
◦前年度データ，前学期データの

取り込み可能

◦評価のカッティングポイント設定（2段階・3段階）
◦設定のカッティングポイント数値設定

◦入力・未入力を一覧で管理
◦全ての処理が終了したら，通知表出力へ

◦テストの種類を選択し観点別の素点入力

◦評価・評定の直接入力
◦エクセルシートからの
　コピー＆ペーストが可能

◦システムが算出した評価・評定を表示
◦編集機能付き（任意の調整機能）

初期設定一覧画面①

通知表評価細目の設定②

評価材料（テスト・実技）の設定③

評価材料の重みづけ④

カッティングポイントの設定

成績の入力／計算⑤

素点入力⑥

評価の入力⑦

計 算

出力（評価・評定一覧，通知表）

成
績
処
理
の
流
れ

初
期
設
定

日
々
の
入
力

計
算
・
出
力

順
番
に
設
定

設
定
後
に
確
認

そ
れ
ぞ
れ
入
力

計
算
後
に
確
認

①

②

⑤

⑥

⑦

成績処理 設定から通知表出力まで，オールインワンでの
成績処理が可能です。

成績管理❶

◦エクセルと同じように操作できるため，ストレスのない画面入力が可能です。
◦独自に作成したエクセル表や，業者テストのシステムからも，コピー＆ペーストができます。
◦システムが異常値のチェックをするので，ミスを未然に防ぐことができます。

③

④

特別支援

教職員情報

学校基本情報

児童生徒情報

帳票

データ出力

成績処理

成績初期設定

成績入力/計算

定期テスト

実績入力

進路関係資料出力

通知表様式管理

成績承認

帳票一覧（成績処理）

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

保健

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

保健

特別支援

教職員情報

学校基本情報

児童生徒情報

帳票

データ出力

定期テスト

成績処理

成績初期設定

成績入力 /計算

実績入力

進路関係資料出力

通知表様式管理

成績承認

帳票一覧（成績処理）
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個人カルテ 子どもたちの９年間の成長を
さまざまな角度から見守る。

教育評価機能❶

教育委員会機能 システム内のデータを活用することで，教育力向上，
先生方の働き方改革をサポートします。

教育評価機能❷

◦ 生年月日，住所等詳細情報，保護者情報

◦緊急連絡先

◦ アレルギー，既往歴，保健室利用，
出欠状況，配慮事項等

◦学力経年推移表

◦通知表・指導要録

◦健康診断

◦ 標準学力調査，i-check，
体力テストデータの推移

（弊社発行の調査を実施した場合）

◦日常所見

基本情報①

リスク管理情報②

成績，体力調査等の情報管理③

◦ 各学校のスケジュールを一覧で表示，出力

◦ 各学校の授業時数を一覧で表示，
報告状況も一覧表示

◦標準学力調査，i-check，
体力テストの学校ごとの推移

（弊社発行の調査を実施した場合）

◦ 学校一覧，教職員名簿，学校在籍者一覧

スケジュール管理①

授業時数

調査結果②

学校・名簿

変化に気づく眼。“中１ギャップ”の分析に活かす
　初めての中間テストの結果が出たあと，1年生の担任だったA先生が気づきました。「Bさんは小学校のときは成績

上位だったのに，中学で随分落ち込んでしまっている。勉強について来れなくなったのかな」先生は個人カルテの質

問紙調査 i-check のページをクリックしました。すると直ぐ目に入ったのが「友だちの支え」の急激な落ち込みでし

た。そして「学級の絆」「対人ストレス」と共に値を下げていたのが「学習習慣」でした。�

　面談のときBさん本人が，小学校のとき親友だったCさんとクラスが分かれてしまい，Cさんには新しい友達がで

きて自分を振り返ってくれなくなったと話してくれました。友人関係のストレスが家庭での学習時間を直撃し，成

績不振として現れたケースです。その後，A先生はこのことを職員会議で共有し，本来高い能力を持つBさんが自信

を取り戻して勉強に集中できるよう，学年で意識するように心がけました。�

児童・生徒一人ひとりの情報は，
個人カルテに集約されます。
基本情報だけでなく，リスク管
理情報も管理。
小学校1年から中学校3年まで
の推移を項目ごとに表示し，「変
化の気付き」をシステムがサ
ポートします。
小学校から中学校への引継ぎ資
料としても有効にご活用いただ
けます。

オススメ
POINT!

6

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

「個人カルテ」の活用例 !

東京書籍発行の
標準学力調査，

質問紙調査 i-check
との併用で，

さらなる分析，活用の
幅が広がります。

!

!

!
!

標準学力調査
経年比較

① ①

②

②

②

③

③
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個人カルテ 子どもたちの９年間の成長を
さまざまな角度から見守る。

教育評価機能❶

教育委員会機能 システム内のデータを活用することで，教育力向上，
先生方の働き方改革をサポートします。

教育評価機能❷

◦ 生年月日，住所等詳細情報，保護者情報

◦緊急連絡先

◦ アレルギー，既往歴，保健室利用，
出欠状況，配慮事項等

◦学力経年推移表

◦通知表・指導要録

◦健康診断

◦ 標準学力調査，i-check，
体力テストデータの推移

（弊社発行の調査を実施した場合）

◦日常所見

基本情報①

リスク管理情報②

成績，体力調査等の情報管理③

◦ 各学校のスケジュールを一覧で表示，出力

◦ 各学校の授業時数を一覧で表示，
報告状況も一覧表示

◦標準学力調査，i-check，
体力テストの学校ごとの推移

（弊社発行の調査を実施した場合）

◦ 学校一覧，教職員名簿，学校在籍者一覧

スケジュール管理①

授業時数

調査結果②

学校・名簿

変化に気づく眼。“中１ギャップ”の分析に活かす
　初めての中間テストの結果が出たあと，1年生の担任だったA先生が気づきました。「Bさんは小学校のときは成績

上位だったのに，中学で随分落ち込んでしまっている。勉強について来れなくなったのかな」先生は個人カルテの質

問紙調査 i-check のページをクリックしました。すると直ぐ目に入ったのが「友だちの支え」の急激な落ち込みでし

た。そして「学級の絆」「対人ストレス」と共に値を下げていたのが「学習習慣」でした。�

　面談のときBさん本人が，小学校のとき親友だったCさんとクラスが分かれてしまい，Cさんには新しい友達がで

きて自分を振り返ってくれなくなったと話してくれました。友人関係のストレスが家庭での学習時間を直撃し，成

績不振として現れたケースです。その後，A先生はこのことを職員会議で共有し，本来高い能力を持つBさんが自信

を取り戻して勉強に集中できるよう，学年で意識するように心がけました。�

児童・生徒一人ひとりの情報は，
個人カルテに集約されます。
基本情報だけでなく，リスク管
理情報も管理。
小学校1年から中学校3年まで
の推移を項目ごとに表示し，「変
化の気付き」をシステムがサ
ポートします。
小学校から中学校への引継ぎ資
料としても有効にご活用いただ
けます。

オススメ
POINT!

6

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

「個人カルテ」の活用例 !

東京書籍発行の
標準学力調査，

質問紙調査 i-check
との併用で，

さらなる分析，活用の
幅が広がります。

!

!

!
!

標準学力調査
経年比較

① ①

②

②

②

③

③
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出力できる帳票 iFutureで出力できる帳票は
「帳票一覧」で確認することができます。

データ出力機能

◦ 全帳票が帳票一覧から出力できます。
◦ どこにどの帳票があるのか迷いません。
※帳票は一例です。様式は管轄する自治体の

仕様に準じて，カスタマイズします。

帳票一覧（成績,保健,その他）

◦ 名簿，出欠，保健，成績など，システム
内のデータを任意の項目でエクセル
出力

◦ オリジナル帳票作成や各種統計処理
にお役立ていただけます。

データ出力

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

帳票

教職員情報

児童生徒情報

学校基本情報

データ出力

保健

帳票一覧　（その他）

帳票出力

成績関係

年間予定
学校管理関係

健康診断
保健関係

出席簿
児童・生徒関係

帳
票
サ
ン
プ
ル

通知表
日誌関係

学校日誌

保健室記録／健康観察簿
養護関係❶

健康診断入力・帳票出力
養護関係❷

◦児童・生徒の来室記録の入力
◦入力した内容が自動的に保健日誌に反映

◦任意の期間での一覧表表示
◦個人カルテに反映

◦任意の期間で学年，来室目的ごとにグラフで表示

◦記載が必要な児童・生徒のみチェック

◦項目別の集計値を近隣の学校別に表示

保健室記録①・保健日誌

来室記録一覧②

来室記録集計③

健康観察簿

学校集計

①

②

③

◦二測（年複数回対応），栄養状態，脊柱・胸郭四肢，
皮膚疾患，視力，眼科，聴力，耳鼻咽喉，結核，心臓，尿

◦内科，学校医所見，事後措置

◦歯列・咬合，顎関節，歯垢の状態，歯肉の状態，歯石，
乳歯・処置歯数，乳歯・未処置歯数，永久歯・処置歯数，
永久歯・未処置歯数，永久歯・喪失歯数，永久歯，
要観察歯数，要注意乳歯数

◦その他疾病及び所見，学校歯科医所見， 事後措置

◦健康診断（一般）出力　　　◦成長曲線
◦健康診断（歯科・口腔）出力
◦治療勧告書出力

健康診断（一般）①

健康診断（歯科・口腔）②

健康診断票出力

②

①

◦�近隣の学校の欠席状況が確認できるので，流感の発生状況把握などがタイムリーに行えます。
◦�既往歴など健康診断票に記載された児童・生徒の情報が，個人カルテに反映される
ので学校内で共有化できます。

オススメ
POINT!

7

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

健康診断設定

帳票一覧（健康診断）

健康診断

健康診断

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

帳票

教職員情報

データ出力

児童生徒情報

学校基本情報

保健

指導要録
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出力できる帳票 iFutureで出力できる帳票は
「帳票一覧」で確認することができます。

データ出力機能

◦ 全帳票が帳票一覧から出力できます。
◦ どこにどの帳票があるのか迷いません。
※帳票は一例です。様式は管轄する自治体の

仕様に準じて，カスタマイズします。

帳票一覧（成績,保健,その他）

◦ 名簿，出欠，保健，成績など，システム
内のデータを任意の項目でエクセル
出力

◦ オリジナル帳票作成や各種統計処理
にお役立ていただけます。

データ出力

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理

特別支援

帳票

教職員情報

児童生徒情報

学校基本情報

データ出力

保健

帳票一覧　（その他）

帳票出力

成績関係

年間予定
学校管理関係

健康診断
保健関係

出席簿
児童・生徒関係

帳
票
サ
ン
プ
ル

通知表
日誌関係

学校日誌

保健室記録／健康観察簿
養護関係❶

健康診断入力・帳票出力
養護関係❷

◦児童・生徒の来室記録の入力
◦入力した内容が自動的に保健日誌に反映

◦任意の期間での一覧表表示
◦個人カルテに反映

◦任意の期間で学年，来室目的ごとにグラフで表示

◦記載が必要な児童・生徒のみチェック

◦項目別の集計値を近隣の学校別に表示

保健室記録①・保健日誌

来室記録一覧②

来室記録集計③

健康観察簿

学校集計

①

②

③

◦二測（年複数回対応），栄養状態，脊柱・胸郭四肢，
皮膚疾患，視力，眼科，聴力，耳鼻咽喉，結核，心臓，尿
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◦歯列・咬合，顎関節，歯垢の状態，歯肉の状態，歯石，
乳歯・処置歯数，乳歯・未処置歯数，永久歯・処置歯数，
永久歯・未処置歯数，永久歯・喪失歯数，永久歯，
要観察歯数，要注意乳歯数

◦その他疾病及び所見，学校歯科医所見， 事後措置
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ので学校内で共有化できます。

オススメ
POINT!

7

本日の予定

授業管理

素点の入力

出欠

カルテ

年間計画／時間割

体力テスト

成績処理

特別支援

児童生徒情報

教職員情報

学校基本情報

帳票

データ出力

保健

健康診断設定

帳票一覧（健康診断）

健康診断

健康診断

本日の予定
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素点の入力
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カルテ

年間計画／時間割

健康診断

体力テスト

成績処理
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データ出力

児童生徒情報

学校基本情報

保健

指導要録
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　　　  の基本機能

 特別支援
個別指導計画，指導要録作成 

 教育委員会機能
スケジュール管理，学校データ・集約

 評価機能
学力調査（東京書籍「標準学力調査」データのシステムへの反映

質問紙調査（東京書籍「i-check」）データのシステムへの反映

体力テスト（東京書籍体力テスト）データのシステムへの反映

指導力改善支援システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

◦カレンダー設定 ◦学期設定
◦年間行事予定 ◦月間・週間予定
◦教職員の動静 ◦来校者管理

◦年間指導計画取込み・編集
◦時間割編成
◦週案作成
◦週案実績管理，報告書作成
◦授業時数管理

 グループウェア
緊急連絡表示（教育委員会→学校）

メール 

回覧板（アンケート機能付き）

おしらせ（掲示板）

フォーラム（電子会議室，書庫）

 出退勤管理
出退勤管理，報告書作成

 スケジュール管理
学校行事

指導計画

個人予定管理

備品，施設予約

学校日誌作成 

◦基本情報の管理（名簿作成）
◦転入・転出管理
◦進級・進学管理
◦学級編成

◦在学証明，卒業証明

◦個人カルテ　◦学級カルテ

◦日・月・学期別管理
◦クラス集計・学校集計

◦入退出記録 ◦日・月・学期別集計機能

◦健康診断（一般） ◦健康診断（歯科・口腔）
◦治療勧告書 ◦成長曲線

 児童生徒管理
名簿管理

証明書発行

カルテ

 出欠管理
出欠／欠課の管理（出席簿）

 養護管理
保健室来室管理

健康診断データ管理

保健日誌作成

体力テストデータ管理

◦成績処理初期設定
◦素点，評定，所見入力
◦評価・評定算出
◦成績一覧表

 成績処理
成績の管理や処理

通知表作成

指導要録作成

志願書，調査書作成

 データ出力機能
各種データのエクセル出力機能

 システム管理
管理者設定

次年度移行

導入研修とサポート

校務支援システムを導入したけど，
先生方が使ってくれない。 たくさん機能が付いているけど，

実際に使っているのは，ほんの一部の機能だけ。

 　　　　 は，全ての先生に使っていただくことで，システムの有効性を発揮します。
全ての先生に使ってもらえるよう，きめ細やかな研修とサポートを行います。

ICT支援員を配置されている場合は，連携してサポートに当たります。

従来型の校務支援システムを導入されている自治体のご担当者様からこんなお声を耳にします。

●システム活用例 ※必要に応じて，教育委員会と協議の上，適宜研修を行います。

集合研修
導入時研修

（基本機能全般）

役職別研修

機能別研修
※利用時期が限定される機能は直前に開催

学校訪問
定期的に自治体内の学校を訪問し，
実際の使用状況に応じた
実践的なアドバイスをします。

パソコンが苦手な先生にも
丁寧に説明します。

コールセンター〈 専用ダイヤル設置 〉

年度末・年度初め・通知表作成時期などは，
開設時間の延長対応も可能です。

メールでの質問にも対応します。

全ての先生に使ってもらうために

紙のマニュアル以外に，
操作の様子を確認できる
動画マニュアルを機能別に
ご用意しています。

動画マニュアル
Manual

先生方が安心してiFutureをお使いいただくための「安心サポート」をご提供します。【訪問、電話、FAX、メール】
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地域ネットワーク

データベース
（プログラム）

（　   　）センターサーバー型／
クラウドサービス型

■　　　　　 ネットワーク構成例

クライアント（PC）
OS Windows 10 以上

Webブラウザ Internet Explorer 11以上 または Microsoft Edge,Chrome
アプリケーション Excel 2013以上  Adobe Reader,Adobe Acrobat（PDF）

運用に必要な環境

iFuture　価格：オープン価格  （導入ご検討にあたり，費用のお見積りをいたします。ご用命ください。）

●お申し込み・内容についてのお問い合わせ

東京書籍株式会社　教育事業本部
【東日本】〒114-8524 東京都北区堀船 2-17-1　TEL.03-5390-7451　FAX.03-5390-7582
【西日本】〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-4-10 大阪東書ビル　TEL.06-6397-1354　FAX.06-6397-1357

■企画・制作・発行：東京書籍株式会社

※製品の仕様は改良のため，予告なく変更することがあります。 2109

販売価格 1学年1教科あたり 390円（税込）
東京書籍の標準学力調査は，信頼のおける
全国値を持つ学力調査です。
読解問題や記述式問題など，思考力・判断力・
表現力を活用する問題を取り入れ「確かな学力」
を問う質の高い調査問題を提供。わかりやすい結
果資料で学力向上・指導改善をサポートします。

標準学力調査
目標準拠評価／段階評価

新学習指導要領準拠版

A4判 12頁 対象学年：小学校1年～中学校3年
販売価格 1人あたり 420円（税込）

学力向上を目的とする学級経営や生徒指導の指針
づくりに役立つ，包括的な児童生徒質問紙調査で
す。さらに，弊社学力調査とのクロス集計により，
質問項目との相関をはかることができます。

総合質問紙調査

子どもたちが輝くクラスづくりのための

販売価格 児童生徒1人あたり 224円（税込）
東京書籍のNEW体力テストは，運動習慣と
生活習慣の改善を通して「体力・運動能力向
上のための取り組み」をサポートしています。

一人ひとりが自身の体力づくりを考え，実行し
ていくための充実した結果資料を提供してい
ます。

NEW体力テスト
診断システム

文部科学省「新体力テスト」実施要項準拠

●お申し込み・内容についてのお問い合わせ

東京書籍株式会社　教育事業本部
【東日本】〒114-8524 東京都北区堀船 2-17-1　TEL.03-5390-7451　FAX.03-5390-7582
【西日本】〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-4-10 大阪東書ビル　TEL.06-6397-1354　FAX.06-6397-1357

■企画・制作・発行：東京書籍株式会社

※製品の仕様は改良のため，予告なく変更することがあります。 2109

販売価格 1学年1教科あたり 390円（税込）
東京書籍の標準学力調査は，信頼のおける
全国値を持つ学力調査です。
読解問題や記述式問題など，思考力・判断力・
表現力を活用する問題を取り入れ「確かな学力」
を問う質の高い調査問題を提供。わかりやすい結
果資料で学力向上・指導改善をサポートします。

標準学力調査
目標準拠評価／段階評価

新学習指導要領準拠版

A4判 12頁 対象学年：小学校1年～中学校3年
販売価格 1人あたり 420円（税込）

学力向上を目的とする学級経営や生徒指導の指針
づくりに役立つ，包括的な児童生徒質問紙調査で
す。さらに，弊社学力調査とのクロス集計により，
質問項目との相関をはかることができます。

総合質問紙調査

子どもたちが輝くクラスづくりのための

販売価格 児童生徒1人あたり 224円（税込）
東京書籍のNEW体力テストは，運動習慣と
生活習慣の改善を通して「体力・運動能力向
上のための取り組み」をサポートしています。

一人ひとりが自身の体力づくりを考え，実行し
ていくための充実した結果資料を提供してい
ます。

NEW体力テスト
診断システム

文部科学省「新体力テスト」実施要項準拠

●Microsoft，Windows，Windows 10，Windows Server，SQL Server，Internet Explorer，Microsoft Edge，Microsoft Excelは，
　米国Microsoft Corporationの米国及び他の国における登録商標または商標です。

 「教育アプリケーションユニット標準仕様」
準拠登録・相互接続確認製品

※�一部機能の利用については，必要なソフトウェア及びメモリが異なります。

地域の
教育力の向上を
実現します。

“次世代型”校務支援システム

評価支援

校務支援


